






　平成25年3月23日㈯、茨城県建築士会県北ブロッ

ク協議会主催による「常陸大宮地区探訪」が行われ

ました。この事業は、ひたちなか支部が企画運営し、

同支部管内を順次めぐり、普段なかなか見ることので

きない場所や建築物、名所旧跡などを見学して回る企

画です。近くにあっても何かきっかけでもない限り出

かけないような、身近な場所を再発見するミニ見学会

です。

　当日は、県北ブロック所属の各支部より22名の参

加がありました。ふり出しはひたちなか市役所。東海

村役場を経由し、常陸大宮市役所で全員集合となり

ました。まず初めに訪れたのは御前山ダムです。ここ

は農林水産省関東農政局の管轄で、同職員より構造

概要などの説明を受けた後、いよいよダム底へ。約50

ｍもの地底にある点検監視用の通路に案内していただ

きました。一般の人は決して入ることのできない場所

です。通路はすべて階段。行きは下りなので「よいよ

い」でしたが、帰りは登りで「こわい」。息も絶え絶え

でした。何となく神秘的なトンネルで、一人では来たく

ないかも…。

　次に、水戸黄門で有名な「風車の弥七の墓」に立ち

寄り、お参りしてきました。ここも、立派に整備されて

いて一見の価値あり。昼食は、旧美和地区の高部にあ

る萱葺き屋根の古民家「やきやしんたく」で手打ちそ

ばを堪能。その後一路栃木県境まで車を走らせ、茨

城・栃木両県にまたがる「鷲子山上神社」での見学と

参拝。最後に常陸大宮市内に戻り、ミニ懇親会を開

催して、終了となりました。

　来年は那珂市に場所を移し、「那珂地区探訪」を予

定しています。お楽しみに。

報告 県北ブロック協議会 ひたちなか支部長　川又 晴彦

常陸大宮地区探訪

階段を50m下り、
御前山ダムの「ダム底」へ。

御前山ダムにて。上の囲みの写真はダム底のトンネル内。

茨城・栃木をまたいで（鷲子山上神社）

昼食場所の「やきやしんたく」前で

御前山ダム底のトンネル内の様子
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「東京スカイツリー」視察。
その圧倒的な高さと
構造体の力強さを体感！

報告 県南ブロック協議会 県南ブロック協議会議長　久保田 吉文
同副議長　豊崎 晋也

　県南ブロック協議会の平成24年度事業として、3月9

日㈯に、東京スカイツリーの視察見学会を実施しまし

た。県南各支部より会員およびその家族97名の参加

がありました。

　私たち建築士の性
さが

でしょうか、新しいものは見た

くなり、触りたくなり、高いものには昇りたくなります。

そういうわけで今年度の事業は、全員一致でスカイツ

リーに決まりました。しかしスカイツリーの人気は非常

に高く、団体の申込みは6カ月前から希望日に予約す

ることなど至難の業。でもそれをなんとかするのが建

築士（？）。

　スカイツリーについては以前、建築士会の講演会で

聞いてはいたものの、近くから見るのは初めて。その

高さと構造体の力強さには圧倒されました。長蛇の列

を横目に団体予約の私たちはスイスイと分速600ｍの

エレベーターの中へ。350ｍの展望デッキはさすがに

高く、ドアが開くと同時に大パノラマが目の前に広がり

ます。450ｍの展望デッキへは、ちょっと並んで次の

エレベーターに乗ります。ガラス張りの空中回廊散歩、

この100ｍの差は大きい。高さに満足。このような設

計や施工に携わることは一切ないにしても、日本の技

術力になにか誇らしいものを感じ、明日からも頑張る

ぞという気持ちが湧いてきたのは私たちだけではない

と思います。

　その後浅草寺界隈を散策し、伽藍の五重塔とスカイ

ツリーを並べて見ながらバスに乗り、帰路に就きました。
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　「東京近郊の建物を日帰りで気軽に楽しもう！」そん

なフレーズで始まった企画も、好評につき第4回目を

迎えました。

　25名ほどの参加で一路東京へ、まずは「渋谷ヒカリ

エ」です。渋谷の再開発の中心で最初に誕生したラン

ドマークタワー、地上 34階建ての複合ビルです。世

の中を変える光になるという意志を込めて名付けたそ

うです。透明のファサードが印象深く、そこを行き交う

人々が光のように輝く、そんな設計意図を感じる（本

当かな？）建物でした。

　次は「浅草文化観光センター」。隈研吾建築都市設

計事務所の設計です。浅草雷門の目の前にその建物

はあります。印象は「バラック建築か！」。低く横につ

ながる浅草寺の仲見世通りに対して、箱を縦に積み上

げたように連結してつなげる。まさにここ浅草にあるべ

しというインパクトの建物です。また当日は、担当した

設計士の方に建物の案内と設計趣旨説明をしていただ

きました。ありがたく、感激です。

　さて最後は「ホキ美術館」です。鉄筋コンクリート

打ち放し、宙に浮いた長方形の建物は静寂な気品に

包まれ、展示してある写実絵を一層際立たせています。

感動！

　一年にせめて数回は、建築家として味わいたい「こ

んな感動」。期待を裏切らない、いつもの企画でした。

冨田事業委員長をはじめとする委員会の皆さまに敬意

を表し、また参加した皆さまにお礼を申し上げ、報告

といたします。

報告 県央支部 県央支部事業委員会　塙 万治

東京近郊建築視察日帰りツアー第4弾！

「渋谷ヒカリエ」「浅草文化観光センター」「ホキ美術館」
ホキ美術館前で

浅草文化観光センターにて
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　ひたちなか支部では、青年部会主催により、平成

25年3月9日㈯17時から、東海村にある白方コミュニ

ティセンターにおいて、『地盤調査を理解しよう』と題

し、住宅地盤の基礎知識、解析、地盤補強のポイン

トに関する講習会を開催しました。年度末の多忙なな

か、青年部会を含め、14人もの会員の皆さまに参加い

ただき、講師には、地盤調査の解析や地盤改良の工

事を数多く行っている㈱トラバースから、設計室長 相

沢 彰彦氏をお迎えしました。

　研修会では、「地形図を見極める方法」や「地盤沈下

の可能性の有無」、「液状化の可能性の程度について」

など、住宅地盤全般についての専門的な解析方法をわ

かりやすく説明いただきました。住宅設計において実

施されているスウェーデン式サウンディングの調査結果

を的確に把握することで、適切な地盤補強手段・手法

を得られるなど、解析者ならではの実践に即した説明

に、参加者からも多くの質問が寄せられました。

　われわれにとって、震災後における地盤に関する知

識は極めて重要な構造知識の一部となってきています。

今回の講習会を経て、地盤調査（スウェーデン式サウ

ンディング）を理解し解析することができました。施主

の皆さまによりいっそうの安心感を与えられるよう、こ

の講習を今後の業務に少しでも役立てていただければ

と思っています。

報告 ひたちなか支部 ひたちなか支部　高橋 琢

「スウェーデン式サウンディング」の講習会を開催

「地盤調査」を理解しよう！

雨。
　　その一滴が、
　　建物に大敵。

本社：水戸市八幡町10－71　TEL 029（227）4181　FAX 029（225）3201
http://www.uedabousui.com

業務案内　●一般建築、中高層ビルに関する防水全般
　　　　　●雨漏り、水漏れ調査及び施行
　　　　　●外壁吹付工事（割れ補修）
　　　　　●各種工事に関するメンテナンス

東海村：白方コミュニティセンターにて
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ひたちなか支部

「地盤調査を理解しよう！」

　平成25年3月30日㈯に、ひたちなか支部のボウリ

ング大会が開催されました。私にとっては、平成24年

6月に建築士会へ入会してから、初めてのボウリング大

会。小学生の娘と一緒に参加させていただきました。

　今回の目玉は、優勝商品の「某有名携帯ゲーム機」

です。娘のためにお父さんがんばっちゃうぞと意気込

んでいましたが、私のアベレージは100前後。2ゲーム

の合計で争われるため、優勝するのはとても難しいと

思っていました。

　1ゲーム目は、109と私本来の実力を出し切りました

が、優勝争いには40ピンも差をつけられていました。

しかし、2ゲーム目には周りの方々のアドバイス、緊張

をほぐしてくれるKさんの「連続ファール」のおかげで、

私に神様が舞い降りてきました。人生で2度目の180

越えで、奇跡の優勝！ 娘は、優勝したかっこいいお父

さんではなく、いただいた優勝商品見て大喜びでした。

さらに、娘の参加賞までご用意いただきまして、大会

運営の方々には、とても感謝しております。また、皆さ

まに暖かく迎えていただき、帰る頃には、娘は私が近

くにいなくても雑談できるまで打ち解けていました。親

子二人にとって良い思い出となったことは、言うまでも

ありません。ありがとうございました。最後に、勝ち取っ

た優勝商品ですが、充電器が付属されておらず、後日

買いに行ったというおまけ話がつきました。

報告 ひたちなか支部 ひたちなか支部　小坂部 和人

娘のためにがんばる？！「ボウリング大会」報告

＜建具工事＞
　・ビル用サッシ
　・学校間仕切
　・ハンガードア
　・カーテンウォール 他

＜屋根・防水工事＞
　・金属屋根
　・シート防水

＜開閉式上屋工事＞

＜内外装工事＞　　
　・金属複合パネル　・金属パネル
　・アルミハニカムパネル
　・押出成形セメント板
　・ＡＬＣ板　・グラサル
　・外断熱　・陶板　 他

水戸市城南2-1-20 南ｳｨﾝｸﾞ水戸ﾋﾞﾙ
TEL.029(225)2077 FAX.029(221)6245水戸支店

＜基礎工事＞
　・既成杭　・高支持力杭
　・摩擦杭　・現場造成杭
　・地盤改良 ・山留　　他

《当社取扱商品》

支える仕事、角藤の力。支える仕事、角藤の力。

勝田パークボウルにて
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　昨今、公共建築物等木材利用促進法の施行により、

建築材料のなかでも、木材の活用が見直されています。

また茨城県は豊富な森林資源を持つこともあり、「い

ばらき木づかいアクションプログラム」による県産材の

利用促進や「茨城県森林湖沼環境税」を導入するなど、

森林や湖沼・河川などの自然環境を、良好な状態で次

世代に引き継ぐための県独自の取り組みも行われてい

ます。

　そのようななかで、茨城県建築士会としましても、各

種イベント等で県産材利用のPR活動を行ったり、定

期的な木工教室を開催してきました。また震災の年に

は県北の「木の文化塾」との共同企画で、親子で作っ

た256台の縁台を、宮城県と福島県の仮設住宅に暮

らす方々に届ける活動も行っています。

　これらの活動の一環として、青年女性委員会では、

「茨城の木の魅力を開発しよう」をテーマに、『木・ふ

れあい活動』 木のワークショップ：「子供たちと1/2軸

組模型を造ろう！」というイベントを企画しました。

子どもたちと一緒に、建築士自身も楽しむ！

　活動目的は、次のように定めました。

1 地元の子供たちと青年建築士が一緒に1/2の軸組

を造ることを通し、未来を担う子どもたちに木の魅

力に触れてもらい、組み立ての楽しさを体感するこ

とで、建築に関わる職業への魅力を発見する場とし

てもらう。

2 青年建築士としても、活動を通じてさらに木への理

解を深め、新たな利用方法の発見につなげたり、子

どもたちに説明することで自分自身の見識を深める。

3 活動のなかで、木材工事関係者とのネットワークづ

くりや仲間づくりも活発になり、今後の会の活動に

広がりを持たせる。

4 実際にでき上がった軸組を基に物置を製作し、それ

を寄贈することで、ご協力いただいた地区の方々へ

の貢献とする。

5 子どもたちと一緒に、あるいはそれ以上に、建築士

自身もイベントを楽しむ。

子ども会や地元の大工さんにも協力いただく  

　当日の準備としては、まず最初に、子供たちでも作

業しやすくするために、通常の2分の１の大きさの軸組

図を作成。材料には地場産の材木を使用し、地元の

工務店に加工をお願いしました。また、水戸市の播田

実（ハタミ）地区の子供会の方々のご協力を得て、子

共会連絡網を使わせていただき、小学生の参加者も

募りました。さらにイベント当日には、地元の建築組

内原：播田実農業集落センター

県央支部

横須賀 孝
青年委員会報告

「木のワークショップ」開催

子どもたちと一緒に完成させた「1/2軸組模型」
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合青年部長の大工さんにも参加していただきました。

報道関係者へもイベント開催を告知し、当日、取材を

お願いすることができました。

　

　これからも「建築士」のファンを増やしていく

　天気に恵まれたイベント当日。実際に何人の子供た

ちが参加するのかがわからず、ドキドキしながら待っ

ていると、28名もの子どもたちが集まってくれ、盛大

にイベントを開催することができました。

　作業開始前に一通りの作業内容の説明を行い、そ

の後、子供たちの安全対策のための身支度を整えまし

た。次に子供たちに数グループに分かれてもらい、建

物の建て方や釘打ち等を、大工さんの指導の下で、皆

で協力しながら進めていきました。高所から梁を設置

する際には歓声が上がるなど、楽しみながら建築を体

験しました。建物ができ上がった後は上棟式を行い、

屋根の上からお餅やお菓子をまいて参加した子どもた

ちの労をねぎらいました。その後で、お土産用に、木

の端材を使った写真立て作りを一緒に行いました。

　最後に、参加した子供たちにインタビューを行い、

感想や将来の夢を聞きました。何人かの子どもは「将

来建築士になりたい！」と語っていました。

　今回参加してくれた子供たちのなかから、1人でも未

来の建築士が生まれてくれれば大変うれしく思います。

今年度以降も、場所や内容を少しずつ変えて子ども向

けの事業を継続し、「建築士」という職業に親しみや

憧れを持つ子どもたちを増やしていければと考えてい

ます。

全員で楽しみながら1/2軸組模型を
完成！ それを基に物置を製作し寄贈。 

23



ラブアークセミナー

「家庭用燃料電池エネファーム・
最新ガス機器の体験型セミナー」に参加して

　平成25年3月21日㈭、ラブアーク&県央支部女性

部会との合同のセミナーが、東部ガスショールーム『ガ

スタ』にて開催されました。オール電化住宅がますま

す増えている昨今、ガスの良いところを再発見させてく

れるセミナーとなりました。

　2年前の東日本大震災以来、受注や問い合わせが

右肩上がりに増えたそうです。震災直後、水戸市内

でも停電はありましたが、ガスは止まらなかったため、

災害に強い印象を与えたようでした。また、家庭用燃

料電池「エネファーム」は、天然ガスから水素を取り出

し、酸素と化学反応させてエコな電気を生み出し、同

時に発生する熱でお湯も沸かせ、効率的だそうです。

温水での床暖房「温水ファンヒーター」も、乾燥せず

心地よい暖かさでした。

　ガスコンロとIHクッキングヒーターの性能比較実

験では、IH用の高価な熱伝導率のよいフライパンで

は IHの勝利ですが、普通のフライパンではガスの方

が圧倒的に早かったのです。ガスは均等に熱が伝わる

のだそうです。それに、IHは火が出ないので安全と

思っているかたが多いと思いますが、実際には火傷も

多く、使い方を間違えると火も発生します。

　最後は「ハイグレードコンロ」によるパーティーメ

ニューの紹介でした。エビチリとチーズを乗せたもの

をグリルで焼いた薄切り食パンの試食があり、とても

美味しかったですし、コンロの性能の進化にも驚かさ

れました。住宅を建築する際、オール電化と決めつけ

ずに「ガスも考慮してみませんか？」とご提案してみる

のも良いかと思います。

行方支部

金子 雅代
女性委員会報告

水戸市：東部ガスショールームにて

日立市滑川町2丁目24番12号　TEL 0294-22-6028　FAX 0294-24-6936

有限会社

清水忠建築設計事務所
構造設計一級建築士
代表取締役 清水　忠 （一社）茨城県建築士会会員

（一社）茨城県建築士事務所協会会員
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中村 眞紀子

久保田 綾子

女性部報告

1月「わくわくセミナー企画会」開催！

わくわくセミナーでは例年、年明け早々に新年会を

兼ねて次年度のセミナーを協議する企画会を行ってい

ます。今年は1月13日、つくば市のイタリアンレストラ

ンを会場に実施しました。

　年間9回のセミナーをどんな内容にするか、フランク

に意見を出し合い、それぞれについて皆で検討しテー

マを絞り込んでいきます。概要がまとまれば、次は担

当者決め。仕事と家庭で忙しいのは皆同じですが、こ

れまで培われた協力体制がものをいい、今回もスムー

ズに決まりました。

　会員の皆さまの参考になり、仕事に活かせるライン

ナップになっていると思いますので、今年度もぜひご

参加ください。（中村）

2月「地中熱利用住宅でエコな暮らし」

　地中熱は、再生可能エネルギーの中でもエネルギー

変換効率が高く、しかも天候に左右されないので安

定的に利用できるという特長があります。また、地中

熱ヒートポンプシステムは、地中で熱交換が行われる

ので、ヒートアイランド現象の抑制なども可能です。東

京スカイツリー地区にもこのシステムが導入されていま

す。100m～150mの採熱専用杭を地中に埋設するた

め、初期導入コスト、地質情報の整備などの課題もあ

るとのことです。まだまだ自分が設計段階において提

案するには高嶺の花の感もありますが、住宅分野では、

地中熱利用の「ネットゼロエネルギーハウス」の建築が

始まっているとのことです。今後の動向に注目していき

たいと思います。（久保田）

つくば市：ブラッスリー ドゥ・プラにて

わくわくセミナー

今年度も、仕事に活かせる
充実の企画が目白押しです。

鈴縫工業株式会社
す　ず　 ぬ　い

誇れる仕事を未来へ…  笑顔あふれる街づくりにチャレンジ
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委員会報告 会員委員会

第16回会員美術展開催される

第16回会員美術展
平成25年3月28日㈭～ 4月1日㈪　茨城空港1階イベントスペース

　今年度は、茨城空港を会場に会員美術展を開催。たく

さんの会員から力作の数々が出品されました。出品者と

作品名をご紹介します。

「会員美術展」展示作品提供者一覧（敬称略）
［絵画］市川三和子（久慈支部）「贈り物」（4号）／増澤

敬（県央支部）「夢見るワタシ」（8号）／大槻薫（県央支部）

「みんな集まれ」（18号）、「もの言えぬ魚・子」（50号）、「顔」

（色紙）

［水彩画］守田義広（県央支部）「雪山」（4号）

［書］青山孝夫（土浦支部）「古今和歌集より」（額装）／

柳下文江（県央支部）「漢詩」（軸装）／高槻けい子（県央

支部）「木洩れ日」（軸装）

［写真］青木博（古河さしま支部）「古河提灯竿もみまつ

り」（A3）／浅野利光（県庁支部）「紅葉・袋田の滝」（半切）、

「つつじ咲く好文亭」（額装）／平沼清美（県央支部）「ふた

つの顔」、「どんぐりの落ちる頃 Ⅰ」、「どんぐりの落ちる頃 

Ⅱ」／木村忠夫（県庁支部）「春 東京都 黄色い江」、「夏 

新潟県 足元の星屑」、「秋 茨城県 焔の中の蜻蛉」、「冬  

福島県 足跡」（A4）

［CG］金子英三郎（県庁支部）「CG-16『陽春』」

［水墨画］篠根みさを（県央支部）「麗華」、「萌春」（額装）

［陶芸・工芸等］酒井順子（土浦支部）「洗面ボール」／髙

橋せつ子（鹿島支部）「錦龍頭観音降臨之図（押花）」（額

装）、「聖観音（押花）」（掛軸）／五十君智子（土浦支部）

「ビーズアクセサリー A」、「ビーズアクセサリー B」（コルク

ボード）

［建築作品パネル］赤木裕子（土浦支部）「暮らしを楽し

む…ゆとりの住まい」、「古民家再生利用…ぬくもり住宅」

／塙万治（県央支部）「ハプナ ホテル」、「美容室ライブ　

新築工事」／天茂彦（県央支部）「茨城マルシェ」、「まち

のにぎわい」、「まちを見る、まちを考える、まちを創る」、

「まちに住む」／塚本博幸（土浦支部）「田園風景を眺め

る黒い家」、「公園と家具と暮らす家」、「大きなリビングと

中庭を持つ小さな家」、「美しい屋根が連なる家」「筑波山

を楽しむ家」

総合建設業多賀土木株式会社
豊かさへのかけはし 品質保証の国際規格ＩＳＯ9001認証登録

本　　社／日立市東多賀町 2-2-3　TEL 0294(36)0111　FAX 0294(32)0040
高萩営業所・ひたちなか出張所

代表取締役社長　　松　山　昭　彦
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身体に優しい居住環境を考える　　建築設計監理．建築確認．開発行為．官公庁許認可代行

代　表　武　村　　実
office  茨城県桜川市真壁町古城301-1

ＴＥＬ 0 2 9 6（ 5 4）2 0 2 3    携 帯  0 9 0 - 3 3 1 9 - 4 3 7 4    ＦＡＸ 0 2 9 6（ 5 4）2 0 2 3
home  茨城県桜川市真壁町田1301番地4
ＵＲＬ  http://homepage2.nifty.com/arctake/   E-mail  arctake＠nifty.com

武 村 建 築 設 計 事 務 所

〒310-0852　茨城県水戸市笠原町 600-15
TEL.029-241-5141　FAX.029-305-8733
http://www.naraya-corp.co. jp

快適な住まい造りを求めて！
茨城県知事許可（般 -23）1523 号

株式会社  奈良屋
代表取締役社長 横山　昌弘

内装工事 金属工事 床工事

防水工事 タイル
工事

クロス
工事

吹付工事ALC工事屋根工事
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建築を息づかせるもの
有限会社
平井情報デザイン室
茨城県水戸市笠原町 600-17
朝日ビル 206  〒 310-0852
TEL 029-291-5899 ［担当：平井］

FAX 029-305-5257
n.hirai@info-design.co.jp

建築は、
◦その存在を象徴するロゴやシンボルマーク
◦空間構成の伝達や導線を担うサインシステム
◦そこでの活動を効果的に伝える各種メディア
などを得ることにより息づきはじめると私たちは考えます。

「わかりやすく、魅力的に」をモットーに。
私たちの仕事は、人と建築を結びます。

営業御案内

代表取締役　高橋 正光
■本　社 
〒311-1114  茨城県水戸市塩崎町753-1番地 
TEL. （029）269-3066 ㈹　
FAX. （029）269-4130
■営業所　大洗インターSS 
〒311-1115  茨城県水戸市大串町957-1番地  
TEL. （029）269-2135　
FAX. （029）269-5577

・上・下水道工事設計施工
・給排水衛生空調設備工事設計施工
・合併処理浄化槽工事設計施工
・機械器具設置工事設計施工
・土木・舗装工事設計施工

・石油製品販売
  昭和シェル石油（株）販売店
・各種損害保険取扱
  （株）損保ジャパン代理店

・LP ガス販売
・ガス関連商品販売
・ガス設備工事設計施工

工事部 石油部 LPG部
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総合建設業
一級建築士事務所

本　社／日立市鹿島町3丁目5-2　TEL 0294-21-0067㈹　　工　場／日立市東大沼町1-1-22

代表取締役 三　澤　俊　介一級建築士

選択の時代、住まいの個性化に挑む

――――本　　　　社――――
〒310-0013 水 戸 市 若 宮1丁目2番7号
TEL（029）224-6361㈹　FAX（029）224-6504

―――― つ く ば 営 業 所 ――――
〒305-0061 つくば市稲荷前8-1布川ビル2F
TEL（029）856-8660㈹　FAX（029）856-8749

和知商事株式会社 ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・
太陽光発電・雨水貯留・屋上緑化・壁面緑化・インターロッキング・平板

URL　http://www.wachisyouji.co.jp

汚染土の仮置場処理対策製品
土木建設資材の総合商社

代表取締役根　本　　勇
本　社 茨城県水戸市吉沢町333-4　 電話（029）247-8405（代表）　FAX（029）248-0155
支　店 茨城県鉾田市造谷1529-99　電話（0291）37-1335　FAX（0291）37-1335
E-mail: office@k-kenyu.co.jp

クロスウェーブは雨水の
有効利用を提案します。

開発事業にともなう流出抑制調整池
区画整理や造成などの開発事業にともない、地下調整池の施工に活用し、雨水をその土地内で流出抑制します。

流出抑制
生活用水・工業用水・農業用水
生活雑水としては庭への散水や洗車用の水、トイレ洗浄水に、工業用水としては工場での利水に、農業用水
としては作物への散水をはじめ洗浄水にも利用できます。

雨水利用
防火水槽・防災備蓄用水
貯水量 40トンクラスの防火水槽から、貯水量 1万㎥クラスの大きな施設にも十分対応でき、震災時の緊急生
活用水や消火用水としても備蓄できます。

防火用水

株式会社 建 友
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Human social technologies　電気・通信・防災・セキュリティー

ミナト防災通信工業 株式会社
～　Minato Bousai Co.Ltd.  SINCE 1974　～

茨城・東京・神奈川

www.minatobousai.co.jp

わたしたちは

カード型免許への
切替え、
提示の普及活動を
すすめます

ニセ建 築士をなくそう
国土交通省により発表されたニセ建築士は全て紙の免許証を偽造していました。（2012年7月11日・9月4日 報道発表）

依頼主との信頼関係を深めるため、カード型免許に切替え・提示しましょう。

＊建築士会 CPD 制度に参加している建築団体・企業が主催する講習や研修などで、ICカードリーダーにタッチすることにより、出席記録、単位登録ができます。

カード型免許証明書は

＊建築士会 CPD 制度に参加している建築団体・企業が主催する講習や研修などで、ICカードリーダーにタッチすることにより、出席記録、単位登録ができます。＊建築士会 CPD 制度に参加している建築団体・企業が主催する講習や研修などで、ICカードリーダーにタッチすることにより、出席記録、単位登録ができます。

（公社）日本建築士会連合会・都道府県建築士会

ICチップ内蔵により、
偽造・変更が

極めて困難です

顔写真入りで、
契約時の信頼性が

高まります

建築士会
CPDカード

としても使えます

＊



 

http:// homepage1.nifty.com/ishikai/

茨城県建築士会

古河市地域交流センター「はなももプラザ」（夕景）


